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平成 30 年度 地域ケアプラザ事業報告書 

■ 施設名  

  篠原地域ケアプラザ  

■ 事業報告  

今年度、地域ケアプラザの管理運営をどのように行ったのか、具体的に記載してく 

  ださい。 

 

以下、地域ケアプラザ事業実施評価との共通部分  

１ 全事業共通  

地域の現状と課題について  
篠原地区は人口が約 40,000 人以上で現在も増え続け、現在は 40,800 人となりま

した。高齢化率は 21.9％から 1 年で 22％となり、0.1％ではありますが確実に増加し

ました。  
 各自治会の活動は活発で、９地区で実施しているミニデイサービスをはじめ様々な

事業が多数行われていますが、地理的に高低差があり狭い坂道や階段に囲まれた住宅

も多いため、外出困難や孤立しがちな方も少なくない状況は継続しています。H29
年度に体制整備事業サービス B として開所した「COCO しのはら」ですが、対象者

が 0 人になるなど危機的な状況が発生しました。現在は 1 名となりましたが、周知

活動は継続して支援が必要な状況です。  
 子育て支援については、影響力のあるキーパーソンが積極的に活動を続けているた

め、赤ちゃんの頃から幼稚園に入園するまでの見守り体制はしっかりしており、心配

な家族についてのフォローもできています。                                                                                                 
 篠原地区連合自治会と篠原地区社会福祉協議会は合同で、地域活動団体冊子を作成

するなど連携しており、子供から大人まで、障がいのあるなしにかかわらず、地域活

動を進め、保健福祉計画「ひっとプラン港北」における「わがまち篠原」の推進に努

めてきました。地域活動団体の冊子は更新できませんでしたが、地域活動団体連絡会

を開催できました。また、施設のブログを開設し、わがまち篠原ホームページ分科会

と情報交換が出来るようになりました。  
 
 
 
 

 

 

(1)相談（高齢者・こども・障害者分野等の情報提供）  
・高齢者、障害、子ども等各分野のあらゆる相談に応じられるようにし、相談内容が

多岐に渡る場合は各部門が連携して対応しました。  
・地域ケアプラザの相談機能について、出張相談等を通して、積極的な情報提供・周

知を行いました。                                           
・地区社協支援を通じた相談・支援機能の充実を図りました。  
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(2)各事業の連携  
・包括・地域交流 CO・生活支援 Co が連携し情報共有を図るとともに、各専門性を活

かした支援を行いました。  
・5 職種間をはじめ区役所、区社協とも密に連携を図り、地域課題を把握・共有し、

地域支援や啓発事業等を実施しました。  

 
(3)職員体制・育成、公正・中立性の確保 

・欠員なく、安定した職員体制で運営できました。  
・職員配置基準に準拠した適正な職員配置を行うとともに、一人ひとりの経験や課題

に応じた人材育成を図りました。  
・利用者・事業者を問わず、公正・中立性を確保できました。  
 
 

 
(4)地域福祉保健のネットワーク構築  
・地区民児協、地区社協、連町会等の関連団体や関係機関との緊密なネットワークが

さらに活発なり、繋がりが広まりました。  
・地区内のサービス事業所同士のネットワークを構築では、「六角橋地域ケアプラザ」

「COCO しのはら」の交流や、虐待をテーマに小規模多機能や通所介護などで、研修

を実施しネットワークの構築に努めました。  
 
【具体的】・篠原福祉ネットワーク出席回数  2 回  
・民生委員児童委員協議会出席回数 ８回  
 篠原地区民生委員児童委員協議会 ８回  
 篠原南地区民生委員児童委員協議会 ８回  
・篠原地区連合自治会長会出席回数  ５回  
・篠原小地域防災拠点訓練運営委員会出席回数 4 回  
・篠原町民生委員･COCO しのはら懇話会 １回開催  
・篠原･六角ネットワーク会議 １回開催  
・COCO しのはら地域連絡会 １回出席  
 
 

 
(5)区行政との協働  
・区運営方針等に基づき地域で支え合う福祉のまちづくりを区行政と協働して推進し

ました。  
・サポートスタッフ・エリア会議とするいわゆる、支援チーム会議を開催し、福祉保

健計画「ひっとプラン港北」、「わがまち篠原」を区行政とともに積極的に支援・推

進しました。  
【具体的】  
・ともとも篠原開催回数  ８回  
・定例カンファレンス会議開催回数  ９回  
・エリア会議開催回数 １回  
・「わがまち篠原」HP 分科会 ４回  
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２ 地域活動交流事業 

(1)自主企画事業 

・地域の実情やニーズに合わせた福祉保健活動を実施しました。  
【具体的】  
・親子学級ふれんど   ７回  
・パパ支援事業「パパれん」 ３回  
・高齢者支援事業「しのはら人生一服亭」  ３４回  
・障がい者支援事業「ともとも篠原」 ６回  
「こうほく☆なつとも☆２０１８」 ２回  
・認知症サポーター養成講座  ３回                  
・合同文化祭 9/16-17  来場者 約 5100 人  
  

 
(2)福祉保健活動団体等が活動する場の提供  
・福祉活動団体や地域団体が継続し活発な活動ができるよう働きかけを行いました。  
【具体的】  
・登録団体連絡会開催   1 回  
・貸しロッカーの提供  55 団体  
・貸室貸出状況一覧の掲示  
・貸館登録利用団体３団体が初めて合同文化祭に出店しました。  
・合同文化祭に新規出店 ３団体  
 

 
(3)ボランティアの育成及びコーディネート 

・地域ニーズに基づいたボランティア育成を図るとともに、区社協ボランティアセン

ター等と連携しコーディネートする仕組みづくりを進めました。  
【具体的】  
・ボランティア交流会開催   2 月予定  
・シニアボランティア講座の開催  １回          
・ボランティア新規登録 ４名  
（しのはら人生一服亭にボランティア活動支援 ２名  

コーヒーフレンドのボランティアをガイドボランティア 1 名繋がる）  
・こだわりの味噌でおやつを作る会 １回  ボランティア登録 ２名  

 
(4)福祉保健活動等に関する情報収集及び情報提供  
・地域内の各種団体定例会へ参加し、情報交換や各団体からの相談・要望を伺い情報

を収集しました。  
・幅広い世代の方に情報発信するため定期的に広報紙を発行し、ホームページとブロ

グを活用し情報発信をします。  
【具体的】  
・地区連合自治会定例会出席  5 回  
・福祉ボランティアネットワーク会議出席  2 回  
・地区民生委員児童協議会定例会出席  8 回  
・広報紙「しのはらのはら」発行 ９回  
・ホームページ更新 月 1 回以上                
・地域からの要望により６月ブログ開設。  
・各福祉保健活動事業に関するチラシ・ポスターを個別に作成・配架するなど情報提

供を積極的に実施。  
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３ 生活支援体制整備事業 

(1)事業実施体制 

・5 職種及び区社協と地域支援計画を作成し、定期的に進捗状況の確認を行います。  
また、関係機関と定期的に地域アセスメントを行い、連携して地域支援を進めまし  
た。  

・定例カンファレンスやエリア会議、連絡会等の関係機関との会議の場を活用し、地

域状況等の情報共有をするとともに、篠原地区の生活支援体制整備事業の進捗状況

を発信しました。  
【具体的】  
・区社協との連絡会   ６回  
・定例カンファレンス  ９回  
・エリア会議      １回  
・５職種会議       ９回  
 
 
 
 

 
(2)地域アセスメント（ニーズ・資源の把握・分析）  
・民児協との情報交換会等を通して、自治会エリアごとの高齢者の生活課題やニーズ

を把握しました。  
・把握した自治会エリアごとの地域特性や課題を関係機関と共有し、具体的な解決方

法を検討しました。  
・住民主体の地域活動や生活支援サービスを見える化し、必要な資源を洗い出します。

また、地域住民に対して見える化した情報を提供しました。  
【具体的】  
・５職種による地域支援記録の作成、及び共有  
・各民事協との情報交換会の実施 ９回  
・CP 独自で自治会エリア毎のアセスメント表の作成  
・地域支援計画の作成、振り返りの実施  
 
 
 

 
(3)連携・協議の場 

・既存の地域活動に積極的に参加し、地域のネットワークや協議の場を把握しました。 
・地域アセスメントの結果、把握した地域状況や課題を地域や関係機関と共有すると

共に、協議の場を設けました。  
【具体的】  
・篠原福祉ネットワーク会議 ３回出席  
・篠原地区、篠原南地区民児協定例会 計 12 回出席  
・篠原地区連合自治会長会 ６回出席  
・協議体｢住み慣れた地域でご本人やご家族が安心して在宅生活を送るために｣ 第１

回開催(個別 Lv.地域ケア会議との協働開催) 
・篠原町民生委員･COCO しのはら懇話会開催  
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(4)より広域の地域課題の解決に向けた取組  
・地域住民の日常生活エリアが接している六角橋地域ケアプラザとの連携を強化する

ため、情報交換の場として連絡会(篠原六角ﾈｯﾄﾜｰｸ会議)を継続実施し、地域状況や

生活ニーズについて情報共有することで、課題解決等に向けた検討を進めました。  
・定期的に区社協との打ち合わせを開催し、地域状況や課題を共有し、地域に向けた

具体的な取り組みを検討しました。  
【具体的】  
・篠原･六角ネットワーク会議 ２回  
・各 CP の文化祭へ相互出演  
・よこはまシニアボランティアポイント登録研修会 １回  
・しのはら味噌サポーター打ち合わせ       １回  
・健康づくりワークショップ｢こだわりの味噌でおやつをつくる会｣  １回  
・健康づくりワークショップ｢味噌作り講座＆味噌玉を作ってみよう｣ １回  
・｢しのはらみんな DE ウォーキング｣ １回  
 
 

４ 地域包括支援センター運営事業 

 （１）総合相談支援業務  

①地域におけるネットワークの構築  
・区役所との定例カンファレンスやケアプラザ内 5 職種による会議を毎月開催し、地

区支援や個別ケースの検討、情報共有を行いました。  
・民生委員との情報交換会、篠原地区デイサービス交流会、篠原福祉ネットワーク、

他区ケアプラザとの打ち合わせ等を通じて情報交換や支援のネットワークづくりを

進めました。  
【具体的】  
・5 職種会議           9 回  
・定例カンファレンス       9 回  
・六角橋地域ケアプラザとのネットワーク会議  2 回  
・民生委員との情報交換会  9 回  
・篠原相談室役員会との情報交換 6 回  
 
 

 
 

②実態把握  
・民生委員情報交換会を実施し、地域の個別課題を抽出しました。  
・社会福祉士間で毎月総合相談の振り返りを行い、件数の確認や傾向の分析を行い、

5 職種会議にて他職種と情報共有を行いました。  
【具体的】  
・5 職種会議           9 回  
・六角橋地域ケアプラザとのネットワーク会議  1 回  
・民生委員との情報交換会  9 回  
・地域アセスメントシート作成  
・生活課題把握用新集計システム作成  
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③総合相談支援  
・相談者台帳をデータベースで管理し、どの職員が相談対応しても迅速かつ的確に情

報を把握し、継続的に支援できるよう体制を整えました。  
・相談者に対し適切な情報が提供できるよう、地域の関係機関に直接出向き情報を収

集しました。  
・積極的に地域に出向き、包括カードや広報紙「包括だより」を活用して、地域ケア

プラザの相談機能を周知しました。  
・新規相談対応の際に、相談者の主訴を聴き取るとともに、本人の生活課題を集計す

ることで地域傾向の分析を行いました。  
【具体的】  
・相談票整理  月 4～6 回  
・広報紙（包括だより）配布 3 回  
・寿楽荘出張相談会 3 回  

 

 （２）権利擁護業務  

①成年後見制度の活用促進・消費者被害の防止  
・広報紙「包括だより」やパンフレット、出前講座等を活用して成年後見制度や消費

者被害等の相談窓口であること周知し、普及啓発や注意喚起を行いました。  
・専門職による権利擁護に関する相談などの情報提供の場として、「行政書士による無

料相談会」を開催しました。  
・消費者保護被害防止ミニ講座を各自治会ミニデイサービス等で実施し、消費者被害

の抑止に努めました。  
・消費生活推進委員の定例会に出席し、地域との情報交換や共催講座を実施しました。 
【具体的】  
・広報紙(包括だより)発行 ３回  
・「行政書士による無料相談会」 １回  
・「成年後見制度無料相談会」 １回  
・消費者被害防止ミニ出前講座 14 回  
・消費生活推進委員定例会 毎月１回  
・消費生活推進委員共催 消費生活啓発講座 ２回  
・いきいきセカンドライフ塾 全４回  

 
 

②高齢者虐待への対応  
・ケアプラザ内各部門間の情報共有を徹底し、速やかに虐待を発見、対応できる体制

を構築しました。  
・介護者のつどいの開催を通じて、介護者の介護力の向上や介護負担の軽減を図るこ

とで、虐待の防止や減少を図りました。  
・地域に向けて高齢者虐待防止ハンドブック研修を実施しました。  
・CM 事業所やデイサービスとの虐待に関する情報共有を徹底し、協働で対応できる

体制を構築しました。  
・半期に一度、対応している虐待ケースについて区と振り返りを行い、適時アセスメ

ントを実施、情報の共有を行いました。  
【具体的】  
・５職種会議 ９回  
・介護者のつどい ６回  
・高齢者虐待防止ハンドブック講座 ３回  
・高齢者虐待防止連絡会 ３回（うち１回は主催）  
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③認知症  
・認知症に関する相談に対して医療機関やかえるネットの活用など適切な情報提供に

努めました。  
・区役所、警察ともにかえるネットを活用した支援体制を構築しました。  
・広報紙「包括だより」による周知活動や認知症サポーター養成講座を認知症キャラ

バンメイト(オレンジ♡しのはら)と一緒に企画・実施しました。  
  また、オレンジ♡ しのはらが主体的に講座の企画・実施することを目指し、オレ

ンジ♡ しのはら連絡会を開催しました。  
【具体的】  
・広報紙(包括だより)発行 ３回  
・オレンジ♡連絡会 ６回  
・認知症サポーター養成講座 ８回  
 
 

 

 （３）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務  

①地域住民、関係機関等との連携推進支援  
・地区民児協等の会議に参加し、相談や連携しやすい体制を構築しました。 

・地域ミニデイ、老人クラブ等にて出前講座を実施し、地域住民に介護保険制度の概

要説明等や地域ケアプラザ機能や事業の周知を行いました。 

・篠原地区及び篠原南地区民生委員児童委員協議会と篠原地域ケアプラザの情報交換

会を実施し、個別ケースの課題把握や地域情報及び課題把握を行いました。 

【具体的】 

・民児協定例会 12 回 

・民生委員との情報交換会 ９回 

・出前講座 16 回 

・COCO しのはらとエリア民生委員との懇談会 １回 

 

 

 
 

②医療・介護の連携推進支援 

・高齢者支援ネットワーク主催の年３回の研修会に運営補助、ファシリテーターとし

て参加し、医療・介護との連携を図りました。 

・エリア内周辺の医療機関へ個別に訪問し、相談や連携しやすい体制を構築しました。 

・大豆戸・樽町・城郷小机と共催で、医師とケアマネジャーとの懇談会を実施しまし

た。 

【具体的】 

・高齢者支援ネットワーク 研修会、市民公開講座 ２回 

・ケアマネサロン １回（23 名参加） 

・エリア内外の医療機関個別訪問 港北区７回 神奈川区４回 

・医師とケアマネジャー懇談会 １回（医師５名 CM29 名） 

・医療機関在宅医療リストの作成 
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③ケアマネジャー支援 

・新任ケアマネジャーに対する研修を区役所、区内包括主任ケアマネジャー連絡会と

合同で実施しました。 

・エリア内周辺のケアマネジャーを対象とした研修会「しのはらケアマネアカデミー」

を実施しました。 

・区内の主任ケアマネジャーを対象とした意見交換会、スキルアップ研修を区役所、

区内包括主任ケアマネジャー連絡会と合同で実施しました。 

【具体的】 

・新任ケアマネジャー研修 ２回（他 CP 分担で３回） 

・しのはらケアマネアカデミー ２回 

・ケアマネ相談 38 件、支援困難事例相談８件、支援困難事例サービス担当者会議支援

３件 

 

 

 

 

（４）多職種協働による地域包括支援ネットワークの構築・地域ケア会議 

多職種協働による地域包括支援ネットワークの構築・地域ケア会議 

・個別ケースの支援内容の検討を行うと共に、地域の課題等につて地域住民と支援者

で共通理解を図る個別ケース地域ケア会議を実施しました。 

・地域課題検討等を目的に包括レベル地域ケア会議を実施しました。 

【具体的】 

・個別ケース地域ケア会議 １回 

・包括レベル地域ケア会議 １回 

 

 

 

 

 

 （５）介護予防ケアマネジメント（指定介護予防支援事業・第１号介護予防支援事業） 

介護予防ケアマネジメント（指定介護予防支援事業・第１号介護予防支援事業）  
・本人ができることはできる限り行うことを基本に、利用者の主体的な活動と地域へ

の参加意欲を高めるとともに、地域のインフォーマルサービスと地域の特性を活か

したケアマネジメントができよう支援しました。  
・ケアマネジャーを対象とした区域での研修会の開催やエリア内の居宅介護支援事業

所を対象とした勉強会を通して、地域のインフォーマルサービスの情報提供をしま

した。また、適切なケアマネジメントの助言を行いました。  
【具体的】  
・単独のケアマネサロン(しのはらケアマネアカデミー)で介護予防・生活支援サービ

ス補助事業の通所型サービスＢ（COCO しのはら）を周知  
・介護予防支援・介護予防ケアマネジメント業務研修  （区域で）１回  
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（６）一般介護予防事業  
一般介護予防事業  
・地域ニーズを捉えた GOGO 健康！教室や出前講座などを開催し、介護予防や健康づ

くりの普及啓発を行いました。  
・生活支援体制整備、地域活動交流と連携し、ボランティアの新たな担い手発掘や活

支援を行いました。  
・健康に関するアンケートの実施や民児協との情報交換会を実施し、健康に関する地

域ニーズを把握しました。  
・CP から離れた篠原町の拠点として「COCO しのはら」を支援しました。  
・GOGO 健康！教室を開催しました。  
・介護予防の知識や実技に関する出前講座を実施しました。  
・区と協働した元気づくりステーションへの支援をしました。  
・ケアプラザ協力医による健康づくり講演会の開催をしました。  
【具体的】  
・GOGO 健康！教室 １コース（全 10 回）  
・ミニデイサービス等での出前講座 11 回  
・「いきいき！セカンドライフ塾」 １コース（全４回）  
・「しのはら楽遊会」での PT による体力測定の実施 ２回  
・菊名寿楽荘共催「骨盤底筋力アップ講座」 １回  
・健康づくりワークショップ｢こだわりの味噌でおやつをつくる会｣ １回  
・健康づくりワークショップ｢味噌作り講座＆味噌玉を作ってみよう｣ １回  
・｢しのはらみんな DE ウォーク｣ １回  
・ケアプラザ協力医による「健康づくり講演会」 ４回  
・妙蓮寺ニコニコ会主催のラジオ体操参加（毎週土曜日開催）  

 ６月～９月まで毎回参加 ９月～月２回参加 
 

その他 
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以下、地域ケアプラザ事業実績評価との相違部分  

施設の適正な管理について  

 

 

 

ア  施設の維持管理について  
日常清掃や定期清掃により施設を清潔に保持するとともに、建築物・建築設備・電  

気・消防等の各種法令に基づいた保守点検作業を実施しました。  
設備管理についても、日常点検と合わせ専門業者による定期点検を実施して早期発

見、早期修理を心がけました。  
また、快適かつ安全に利用できるよう、計画的に施設・設備改修を実施して行きま

す。長寿命化を図るため施設の状況を的確に把握し、併設する地区センターや区役所

等と十分連絡を取りながら施設の維持管理に努めました。  
 
 
 
 

イ  効率的な運営への取組について  
各部門の横の連携を密にし、地域課題や情報の共有化をより一層図るとともに、地

域の関係機関・団体との役割分担や協働を図り、より効率的な事業運営を行いました。 
また、限られた予算の中で効率的運営を行うため、職員一人ひとりが常に経費の削

減、資源の有効活用を心掛け取り組みました。  
人員についても業務量と具体的業務手順を定期的に見直し、適正な配置を行いまし

た。  
 
 
 
 

ウ  苦情受付体制について  
法人の「苦情解決規則」及び「苦情解決規則に基づく苦情相談対応マニュアル」に

沿って、苦情受付の体制を整えました。  
受付担当者→実務責任者（所長）→  所管部長  →  苦情解決推進チーム  →  総括責

任者という流れにより苦情の解決にあたりました。また、受け付けた苦情については、

法人内で情報共有をしました。  
苦情解決調整委員（第三者委員）として、法律・福祉・人権の各分野の方に依頼し、

上記仕組みの中で対応できなかった場合の対応や苦情解決に係わる助言をもらいな

がら、円滑な解決とサービスの改善に努めました。  
また、法人全体の取組として「ご意見箱」を設置し、苦情だけではなく、様々なご

意見・ご要望をいただける体制を整えました。苦情やご意見・ご要望については、利

用者の方からの貴重な意見として真摯に受け止め、職員で共有しサービス向上を図り

ました。  
さらに、法人内の他施設の苦情等についても所長会で共有し、法人全体で業務改善

に取り組みました。  
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カ  個人情報保護の体制及び取組について  

「横浜市個人情報の保護に関する条例」及び法人の「社会福祉法人横浜市社会福祉

協議会の保有する個人情報の保護に関する規程」に基づき、個人情報の保護に努めま

した。  
職員には、法人内及び施設において個人情報保護に関する研修を実施し、意識啓発

並びに体制整備を行い個人情報の保護に努めました。朝・夕のミーティングの際に、

業務前後のチェックリストに基づき、個人情報の適正な取扱いを職員が意識できるよ

う確認しました。  
また、法人の取り組みについて、本会ホームページに掲載するとともに、「個人情

報取扱業務概要説明書」を各施設窓口に整備しました。  
 

 

 

 

エ  緊急時（防犯・防災・その他）の体制及び対応について  
事故・災害等対応マニュアルを整備し、万が一の事故発生に備えました。事故発生

時には、施設内、法人内、地区センター並びに行政と速やかに連絡が取れるよう体制

を整えました。  
また、災害時特別避難場所として災害時の備蓄物資を適正に保管し、人員の確保、

役割の執行が行えるよう、行政と連携して体制を整備しました。  
火災・地震等の災害を想定した避難訓練を地区センターと合同で適正（２回以上）

に実施するとともに、職員の参集訓練等を行い、緊急時に迅速な対応できるよう備え

ました。  
 

オ  事故防止への取組について  
運営施設の事故報告だけでなく、法人全体における事故報告を集計分析するととも

に、法人内の所長会で報告された内容を速やかに職員間でも共有しました。  
その結果を受けて、施設で事故の分析や再発防止に向けた検討・対応を行い、事故

防止に努めました。  
また、各部門の代表職員で構成された「リスクマネジメント委員会」を定期的（月

１回）に開催し、事故事例やヒヤリハット事例の集計・分析等を行い、施設全体で「リ

スクマネジメント」に取り組みました。  
 

キ  情報公開への取組について  
法人の「社会福祉法人横浜市社会福祉協議会の保有する情報の公開に関する規程」

に基づき情報の公開を行いました。  
 また、法人の情報や予算・決算・事業内容等をホームページ掲載すると同時に、来

館者が閲覧できるよう窓口に整備しています。  
 

ク  人権啓発への取組について  
人権をテーマにした法人内の職員研修や管理職研修に積極的に参加するとともに、

施設内の職員全体研修を実施し、人権への意識啓発を図りました。  
また、地域に向けた認知症サポーター養成講座や障害者理解啓発講座等の開催を通

じ、人権への理解推進を広く図りました。  
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ケ  環境等への配慮及び取組について  
横浜市が提唱する「ヨコハマ３Ｒ夢」に基づき、引き続き、ごみの少量化、再資源

化に努めました。  
特に夏季においては、クールビズ運動を法人全体で実施し（５／１～１０／３１）、

室内温度を２８度に設定し軽装にて業務を行うとともに、節電に努めました。  
また、不要時の消灯や事務機器等の電源を切ることの徹底、ブラインドやカーテン

の使用等により省エネに取り組みます。通所介護では今年度もゴーヤのグリーンカー

テンを作成しました。  
昨年より導入された ESCO 事業による省エネの実証、効果を把握し、適切な運用に

努めました。  
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介護保険事業 

● 指定介護予防支援事業・第１号介護予防支援事業  

≪職員体制≫  
●管理者      １名（常勤兼務）  
●保健師等     １名（常勤兼務）  
●主任ケアマネジャー１名（常勤専従）  
●社会福祉士    ２名（常勤専従）  
●介護支援専門員  ３名（非常勤）  

 
 
≪目標に対する取り組み≫  
１ .地域の高齢者が日常生活において、本人ができることはできる限り行うことを基本

に、利用者の主体的な活動と地域への参加意欲を高められるようなケアマネジメント

を行いました。  
 

２．適切なケアマネジメントが行えるよう、ケアマネジャー向け研修への参加機会や

事例検討会の場を提供し、職員の資質向上に努めました。 

法人内での介護予防支援研修会や応用研修の情報提供を職員に行いました。 

 
 
≪実費負担（徴収する場合は項目ごとに記載）≫  
 ●利用者の負担金はありません。  
 
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  

介護予防支援ケアマネジメント業務について、様々な情報を出来るだけ早く把握

し、関係者との連携を図りました。  
 
≪利用者目標≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
 
 

   
              
 
                                 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

  269 271 275  274 266 277 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  
 
  274 

 
 274 

 
 278 

 
 267 

 
 273 

 
 276 
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● 居宅介護支援事業  

≪職員体制≫  
管理者１名（常勤兼務）、非常勤６名  
 
≪目標に対する取り組み≫  

訪問活動を業務の中心に引き続き据えながら、高齢者の快適な在宅生活を支えるた
めに、研修会等の参加を通じて資質の向上を継続して図りました。 

 
（１） 利用者と家族の個別ニーズに対応し、自立支援に向けたケアプランを作成 

しました。 

（２） 医療機関等との連携を更に密にし、円滑な居宅介護への支援を図りました。 

（３） 法令に定められたケアマネジメントプロセスを実践しているか事業所内で繰

り返し確認し、適正な事業運営を徹底しました。 

 
≪実費負担（徴収する場合は項目ごとに記載）≫  
 利用者の負担金はありません。ただし、保険料滞納等により、サービス提供地域を

こえる地域への訪問・出張を行う必要がある場合にはその利用した公共交通機関の

運賃実費の負担をお願いする場合もあります。  
 
 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  

利用者が初めて介護サービスを利用する際に戸惑うことがないよう、ケアプラザの

長所を生かし、地域包括支援センターや関係機関と連携しながら支援行いました。 
 
 
≪利用者目標≫  
 
※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
   
              
 
                                 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

201 210 213 213 206 220 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  
 

229 
 

221 
 

220 
 

216 
 

215 
 

210 
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● 通所介護  

≪提供するサービス内容≫  
 ●通所介護（５時間以上６時間未満）  

生活相談（相談援助等）、介護サービス、健康状態の確認、送迎、給食、入浴、 
   個別機能訓練、口腔機能向上、レクリエーション  
  
≪実費負担（徴収する項目ごとに記載）≫  

● １割負担分              ●２割負担分  
（要介護１）        599 円            1197 円  
（要介護２）        708 円            1415 円  
（要介護３）        816 円            1632 円  

  （要介護４）        926 円            1851 円  
  （要介護５）        1034 円            2067 円  
 加算額  
  ・入浴加算         54 円            108 円 

  ・体制強化加算Ⅰイ     20 円             39 円 

  ・個別機能訓練加算Ⅱ    60 円            120 円 

  ・中重度者ケア体制加算    49 円             97 円 

  ・介護職員処遇改善加算Ⅰ 

所定単位数に１０００分の５９を乗じた単位数を加算します。 

●  食費負担（昼食、おやつ代 65 円を含む） ７５０円  
●  行事代（通常のレクリエーション以外に行う特別な行事） 実費  

※行事代については実施に先立ち、利用者家族了承の下に徴収することとして  
    います。  
  
 
≪事業実施日数≫ 週７日（12 月 29 日～1 月 3 日を除く）  
 
≪提供時間≫ 10：15 ～ 15：20    
 
≪職員体制≫  

●管理者     １名（常勤兼務）  
●生活相談員   ６名（常勤兼務２名、非常勤兼務４名）  
●看護職員    ６名（非常勤兼務）  

 ●介護職員   ２０名（常勤兼務２名、非常勤兼務１８名）  
 ●機能訓練指導員 ６名（非常勤兼務）  
 
≪目標に対する取り組み≫  

利用者一人ひとりを大切にし、その人らしく地域で活き活きと健やかに過ごせる
ように支援しました。また、利用者自ら選択できるような支援に努めました。  

①  介護保険制度の趣旨を踏まえながら、事業経営環境の変化に十分対応できるよ
う、常勤・非常勤の事務分掌・役割分担の見直しを行うと共に、職員の総合力
が発揮できるよう、研修機会の充実を図りました。 

②  各職員が自身のスキルを明らかにした上で目標を設定し、利用者サービスに反
映できるよう、さらなるスキルアップに取り組みました。  

③  お困りの方に対して、受け身ではなく、職員から積極的に思いやりの声かけに
努めました。  
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≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  
①  地域のボランティア等の協力により、利用者の関心に沿う内容（書道、水彩画、

麻雀、園芸、フラワーアレンジ、塗り絵、歌の会等）を盛り込んだ趣味活動を

実施していきます。毎日のプログラムを午前と午後に設定し、午前においてカ

レンダー作りや「頭の体操」といった“静”のレクリエーション、午後はグル

ープに分けて体を使う“動”のレクリエーションを行い、一日の中でメリハリ

をつけた内容で実施しました。集団体操にも力を入れ、職員が体操の円の中に

入ることで、ご自分で手足を動かせない方への支援を行いました。また、選択

レクリエーションと称して、利用者の方にその日に行いたいレクリエーション

を選んでいただくことで、デイサービスで過ごす時間をより有意義に過ごして

頂けるよう、取り組みました。  

②  昼食及びおやつにおいて季節を感じられるようなメニューの提供に努めまし

た。毎月最終週には「誕生日週間」として昼食に松花堂弁当を用意し、当該月

が誕生月にあたる利用者のお祝いカードを準備してみなさんとお祝いを行い

ました。昼食バイキングや、ドリンクバイキングを取り入れ、ご利用者が選択

していただけるような内容を提供しました。  

③  利用者はもとより利用者の家族や関係機関に対して、事業の様子やプログラム

を周知するために、毎月１回、広報紙を発行しました。  

④  今年度も実習生を積極的に受け入れました。大学生だけではなく、地域の小・

中学生との交流も積極的に行ないました。  
 
 
 
 
 
≪利用者目標（延べ人数）≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
   
 
 
 
 
 
 
 

４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

744 790 775 783 790 771 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  
 
  869 

 
  848 

 
 782 

 
 728 

 
 743 

 
 786 
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● 第１号通所事業  

≪提供するサービス内容≫  
 第１号通所事業（５時間以上６時間未満）  

生活相談（相談援助等）、介護サービス、健康状態の確認、送迎、給食、入浴、 
   運動器機能向上、口腔機能向上、レクリエーション  
 
 
≪実費負担（徴収する項目ごとに記載）≫  

● １割負担分             ●２割負担分  
（要支援１）       1766 円           3531 円  
（要支援２）       3621 円           7241 円  
・体制強化加算Ⅰイ  
（要支援１）        78 円            155 円  
（要支援２）        155 円            309 円  
・介護職員処遇改善加算Ⅰ 

所定単位数に１０００分の５９を乗じた単位数を加算します。 

 

●  食費負担（昼食、おやつ代 65 円を含む） ７５０円  
●  行事代（通常のレクリエーション以外に行う特別な行事） 実費  

※行事代については実施に先立ち、利用者家族了承の下に徴収することとしてい

ます。  
  
≪事業実施日数≫ 週７日（12 月 29 日～1 月 3 日を除く）  
 
≪提供時間≫ 10：15 ～ 15：20    
 
≪職員体制≫  

●管理者     １名（常勤兼務）  
●生活相談員   ６名（常勤兼務２名、非常勤兼務４名）  
●看護職員    ６名（非常勤兼務）  

 ●介護職員   ２０名（常勤兼務 2 名、非常勤兼務１８名）  
 ●機能訓練指導員 ６名（非常勤兼務）  
 
≪目標に対する取り組み≫  

利用者一人ひとりを大切にし、その人らしく地域で活き活きと健やかに過ごせる
ように支援しました。また、利用者自ら選択できるような支援に努めました。  

①介護保険制度の趣旨を踏まえながら、事業経営環境の変化に十分対応できるよ
う、常勤・非常勤の事務分掌・役割分担の見直しを行うと共に、職員の総合力
が発揮できるよう、研修機会の充実を図りました。 

②各職員が自身のスキルを明らかにした上で目標を設定し、利用者サービスに反
映できるよう、さらなるスキルアップに取り組みました。  

③お困りの方に対して、受け身ではなく、職員から積極的に思いやりの声かけに
努めました。  

 
≪その他（特徴的な取組、ＰＲ等）≫  

①  地域のボランティア等の協力により、利用者の関心に沿う内容（書道、水彩画、

麻雀、園芸、フラワーアレンジ、塗り絵、歌の会等）を盛り込んだ趣味活動を

実施していきます。毎日のプログラムを午前と午後に設定し、午前においてカ

レンダー作りや「頭の体操」といった“静”のレクリエーション、午後はグル

ープに分けて体を使う“動”のレクリエーションを行い、一日の中でメリハリ

をつけた内容で実施しました。集団体操にも力を入れ、職員が体操の円の中に
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入ることで、ご自分で手足を動かせない方への支援を行いました。また、選択

レクリエーションと称して、利用者の方にその日に行いたいレクリエーション

を選んでいただくことで、デイサービスで過ごす時間をより有意義に過ごして

頂けるよう、取り組みました。  

②  昼食及びおやつにおいて季節を感じられるようなメニューの提供に努めまし

た。毎月最終週には「誕生日週間」として昼食に松花堂弁当を用意し、当該月

が誕生月にあたる利用者のお祝いカードを準備してみなさんとお祝いを行い

ました。昼食バイキングや、ドリンクバイキングを取り入れ、ご利用者が選択

していただけるような内容を提供しました。  

③  利用者はもとより利用者の家族や関係機関に対して、事業の様子やプログラム

を周知するために、毎月１回、広報紙を発行しました。  

④  今年度も実習生を積極的に受け入れました。大学生だけではなく、地域の小・

中学生との交流も積極的に行ないました。  
 
 
 
 
≪利用者目標（契約者数）≫  

※ 単位は省略してください。               【単位：人】  
 
 ４月  ５月  ６月  ７月  ８月  ９月  

12 12 13 12 11 12 

10 月  11 月  12 月  １月  ２月  ３月  
 
  12 

 
  12 

 
  16 

 
  15 

 
  13 

 
  12 

 



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

13,702,960 0 13,702,960 12,953,298 749,662 横浜市より

0 0

0 0 0

0 86,540 △ 86,540

0 0 0 0

印刷代 0 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 0

駐車場利用料収入 0 0 0

その他（指定管理充当分） 0 0 0 0

3,185,000 3,185,000 3,185,000 0

2,940,000 2,940,000 2,940,000

19,827,960 0 19,827,960 16,224,838 3,603,122

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

11,387,000 0 11,387,000 9,784,875 1,602,125

5,320,000 5,320,000 7,583,379 △ 2,263,379

450,000 450,000 742,944 △ 292,944

1,000,000 1,000,000 1,357,883 △ 357,883

40,000 40,000 14,175 25,825

10,000 10,000 6,750 3,250 ハマふれんど

1,367,000 1,367,000 79,744 1,287,256

3,200,000 3,200,000 0 3,200,000

1,886,000 0 1,886,000 693,475 1,192,525

10,000 10,000 12,323 △ 2,323

263,000 263,000 92,234 170,766

0 0 0 0

31,000 31,000 0 31,000

300,000 300,000 417,180 △ 117,180

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

20,000 20,000 21,600 △ 1,600

0 0 0 0

0 0 16,969 △ 16,969

6,000 6,000 6,974 △ 974

4,000 4,000 8,856 △ 4,856

50,000 50,000 93,843 △ 43,843

2,000 2,000 3,996 △ 1,996

0 0 12,000 △ 12,000

1,200,000 0 1,200,000 7,500 1,192,500

361,000 0 361,000 354,995 6,005

42,000 42,000 6,554 35,446

319,000 319,000 348,441 △ 29,441

6,984,000 0 6,984,000 5,680,598 1,303,402

0 0 0 0 0

2,775,000 0 2,775,000 2,628,444 146,556

電気料金 775,000 775,000 0 775,000

ガス料金 750,000 750,000 0 750,000

水道料金 1,250,000 1,250,000 0 1,250,000

1,300,000 1,300,000 0 1,300,000

474,000 0 474,000 107,338 366,662

83,000 83,000 0 83,000

265,000 0 265,000 0 265,000

空調衛生設備保守 213,000 213,000 0 213,000

消防設備保守 0 0 0

電気設備保守 0 0 0

害虫駆除清掃保守 22,000 22,000 0 22,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 30,000 30,000 0 30,000

0 0 0

2,087,000 2,087,000 0 2,087,000

910,960 0 910,960 782,790 128,170

0 0

910,960 910,960 782,790 128,170

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

21,528,960 0 21,528,960 17,296,733 4,232,227

△ 1,701,000 0 △ 1,701,000 △ 1,071,895 △ 629,105

0 86,540 △ 86,540 自主事業への参加料等

0 348,441 △ 348,441 自主事業経費

0 0 0 △ 261,901 261,901

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

管理許可・目的外使用許可支出

管理許可・目的外使用許可収支

支出合計

差引

自主事業費収入

自主事業費支出

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

清掃費

修繕費

ニーズ対応費

設備保全費

共益費

その他

公租公課

事業所税

消費税

印紙税

その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

当該施設分

機械警備費

事業費

運営協議会経費

指定管理料充当　事業

管理費

建築物・建築設備点検

光熱水費

職員等研修費

振込手数料

リース料

その他

地域協力費

手数料

通信費

使用料及び賃借料

備品購入費

図書購入費

施設賠償責任保険

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

その他

事務費

印刷製本費

消耗品費

会議賄い費

旅費

人件費

本俸

社会保険料

手当計

健康診断費

支出の部

科目

収入合計

平成30年度　「篠原地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目

指定管理料

利用料金収入

指定管理料充当　事業

自主事業収入

雑入

その他（施設使用料相当額　法人負担分）

その他（提案時控除     法人負担分）



収入の部 （単位：円）

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

28,408,000 0 28,408,000 28,062,528 345,472 横浜市より

151,000 151,000 151,000 0 横浜市より

5,789,000 5,789,000 5,789,000 0 横浜市より

0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 31,000 △ 31,000

0 0 0 44,000 △ 44,000

印刷代 0 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 0 0

駐車場利用料収入 0 0 0 0

その他（指定管理充当分） 0 0 44,000 △ 44,000

2,648,000 2,648,000 2,648,000

36,996,000 0 36,996,000 34,077,528 2,918,472

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

32,689,000 0 32,689,000 31,078,462 1,610,538

19,629,000 19,629,000 16,040,550 3,588,450

3,000,000 3,000,000 4,182,626 △ 1,182,626

8,000,000 8,000,000 9,683,779 △ 1,683,779

30,000 30,000 67,725 △ 37,725

30,000 30,000 32,250 △ 2,250 ハマふれんど

2,000,000 2,000,000 1,071,531 928,469

0 0 0

1,640,000 0 1,640,000 812,889 827,111

60,000 60,000 39,838 20,162

126,000 126,000 114,511 11,489

0 0 0 0

38,000 38,000 58,320 △ 20,320

450,000 450,000 429,407 20,593

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0 0

その他 0 0 0

180,000 180,000 0 180,000

0 0 0 0

0 0 4,511 △ 4,511

20,000 20,000 13,168 6,832

5,000 5,000 4,536 464

136,000 136,000 91,595 44,405

0 0 0 0

0 0 0 0

625,000 0 625,000 57,003 567,997

1,262,000 0 1,262,000 742,998 519,002

630,000 630,000 483,000 147,000

172,000 172,000 36,007 135,993

151,000 151,000 153,637 △ 2,637

309,000 309,000 70,354 238,646

1,857,000 0 1,857,000 1,502,268 354,732

0 0 0

859,000 0 859,000 698,700 160,300

電気料金 259,000 259,000 0 259,000

ガス料金 200,000 200,000 0 200,000

水道料金 400,000 400,000 0 400,000

332,000 332,000 332,000

126,000 126,000 126,000

20,000 20,000 20,000

91,000 0 91,000 0 91,000

空調衛生設備保守 52,000 52,000 52,000

消防設備保守 0 0

電気設備保守 0 0

害虫駆除清掃保守 5,000 5,000 5,000

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 34,000 34,000 34,000

0 0

429,000 429,000 429,000

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

37,448,000 0 37,448,000 34,136,617 3,311,383

△ 452,000 0 △ 452,000 △ 59,089 △ 392,911

0 0 31,000 △ 31,000 自主事業への参加料等

0 0 259,998 △ 259,998 自主事業経費

0 0 △ 228,998 228,998

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0管理許可・目的外使用許可収支

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

当該施設分

ニーズ対応費

支出合計

差引

自主事業費収入

自主事業費支出

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

管理許可・目的外使用許可支出

その他（　　　　　）

清掃費

修繕費

機械警備費

設備保全費

共益費

その他

公租公課

事業所税

消費税

印紙税

光熱水費

リース料

手数料

地域協力費

その他

事業費

協力医

指定管理料充当　事業（包括）

指定管理料充当　事業（介護予防）

指定管理料充当　事業（生活支援）

管理費

建築物・建築設備点検

振込手数料

事務費

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

通信費

使用料及び賃借料

備品購入費

図書購入費

施設賠償責任保険

職員等研修費

その他

その他（提案時控除     法人負担分）

収入合計

支出の部

科目

人件費

本俸

社会保険料

手当計

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

雑入

平成３０年度　「篠原地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料（包括）

指定管理料（介護予防）

指定管理料（生活支援）

利用料金収入

指定管理料充当事業（包括）

指定管理料充当事業（介護予防）

指定管理料充当事業（生活支援）

自主事業収入



平成30年４月１日～平成31年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

7796 16004 -8208 33084 33726 -642 79568 84067 -4499 4768 4128 640

7796 0 7796 1029 0 0 7927 8332 -825 0 0 0

介護予防ケアマネジメント
費

7796 7796 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 3 510 -507 0

利用者等利用料収入 0 0 7503 7774 -271 0

受取利息配当金収入 0 0 1 1 0

0 0 0 0

その他 0 0 48 -48 0

15592 16004 -412 34113 33726 387 87495 92399 -4904 4768 4128 640

9612 8087 1525 26932 27871 -939 65633 55102 10531 0

27 30 -3 82 1182 -1100 428 388 40 0

5143 5288 -145 967 88 879 24314 25294 -980 0

0 0 0 0

0 0 0 3982 0 3982 2850 55 2795 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 55 -55 0

消費税 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0

減価償却費 0 0 28 28 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 3982 3982 2822 2822 0

14782 13405 1377 31963 29141 2822 93225 80839 12386 0 0 0

810 2599 -1789 2150 4585 -2435 -5730 11560 -17290 4768 4128 640収支　（Ａ）－（Ｂ）

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

支出合計（Ｂ）

平成３０年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：篠原地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 予防通所介護・第１号通所介護

 介護保険収入



平成30年度　自主事業収支報告書

①主な対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

①高齢者 地活

②特になし 包括

③無料 介護

生活

①ケアマネジャー 地活

②各回２０名 包括

③特になし 介護

生活

①主任ケアマネジャー 地活

②３０名 包括 2000

③無料 介護

生活

①地域の介護者 地活

②20名 包括 7007

③無料 介護

生活

①６０歳以上の方 地活

②各回２０名 包括 10,000

③無料 介護

生活

①地域の方 地活

②８組 包括 1000

③無料 介護

生活

①企業・中学生・地域住民など 地活

②- 包括

③無料 介護

生活

①篠原地区キャラバン・メイト 地活

②- 包括

③- 介護

生活

①ミニデイサービス参加者 地活

②- 包括

③無料 介護

生活

①地域のデイサービス 地活

②特になし 包括

③無料 介護

生活

虐待防止ハンドブック研修 0

消費者被害防止
ミニ講座

0

オレンジ♡しのはら
(篠原地区キャラバン・メ

イト連絡会)
0

認知症サポーター
養成講座

0

行政書士による
無料相談会

1,000 1000

いきいき！
セカンドライフ塾

10,000 10,000

7,007 7,007

区役所・区内包括主任ケアマネ
ジャー共催　港北区の主任ケアマ
ネジャースキルアップ研修

18,000 16000 18,000

0出前講座

指定管理料

収入

介護者のつどい

横浜市篠原地域ケアプラザ

自主事業予算額

支出
総経費

しのはらケアマネアカデミー 0



平成30年度　自主事業収支報告書

①主な対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

①篠原地区周辺の通所 地活

②指定なし 包括

③無料 介護

生活

①篠原地区、及び篠原南 地活

②なし 包括

③ 介護

生活

①六角橋地域ケアプラザ 地活

②なし 包括

③ 介護

生活

①篠原地区ﾐﾆﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 地活

②指定なし 包括

③無料 介護

生活

①篠原地区の地域住民 地活

②20名程度 包括

③無料 介護

生活

①篠原地区の地域住民 地活 1406

②10名 包括

③無料 介護 1407

生活 1407

①原則65歳以上の地域 地活

② 包括

③100円 介護

生活

①地域住民 地活

②20名程度 包括

③無料 介護

生活

①未就学児 地活

②２０名程度 包括

③無料 介護

生活

①地域住民 地活

②３０名程度 包括

③無料 介護

生活

①３，４歳児と保護者 地活 108,240

②２９組の親子 包括

③２５００円 介護

生活

①地域住民 地活 140,185

② 包括

③５０円～ 介護

生活

141,025

親子学級ふれんど 180740 72,500 110,000 70,740

しのはランド 0

子育てｻﾛﾝらっこ 0

地区センター・地域ケア
プラザ　合同文化祭

141025 840

協力医による健康づくり講演会 0

しのはら人生一服亭 0

健康づくりワークショップ
「味噌菓子づくり」

4220 0 0 4220

シニアボランティアポイン
ト研修

0

篠原若返りサポーター養
成講座

0

篠原･六角ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 0

民児協との情報交換会 0

篠原地区デイサービス
等職員交流会

0

横浜市篠原地域ケアプラザ

自主事業予算額

総経費
収入 支出

指定管理料



平成30年度　自主事業収支報告書

①主な対象者

事業名 ②参加人数

③一人当たり参加費 参加費 その他 講師謝金 材料費 その他

①障がい児 地活

②６名 包括

③無料 介護

生活

①障がい児 地活

②６名 包括

③無料 介護

生活

①貸館登録団体 地活

②～５０団体 包括

③無料 介護

生活

①地域住民 地活

②２０名 包括

③５００円程度 介護

生活

①地域住民 地活

②２０名 包括

③１００円 介護

生活

①０歳児～小学校低学年 地活 271

②４０名 包括

③３００円 介護

生活

①地域住民 地活

②２０名 包括

③無料 介護

生活 840

①地域住民 地活

②２０名 包括

③５００円 介護

生活 19559

①地域住民 地活

②１０名 包括

③５００円 介護

生活 9850

地活

包括

介護

生活

地活

包括

介護

生活

地活

包括

介護

生活

ボランティア啓発講座

14850第2回こだわりの味噌づくり教室 14850 5000

パパ支援

840しのはらみんなDEウオーク 840

こだわりの味噌づくり教室 29559 10000 29559

13,471 13,200 0 13,471

登録団体連絡会 0

ボランティア交流会

0

障がい児放課後余暇支
援事業「とも・とも篠原」

0

こうほく☆なつとも☆２０１８ 0

横浜市篠原地域ケアプラザ

自主事業予算額

総経費
収入 支出

指定管理料
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事業名

事業名

事業名

事業名

出前講座

横浜市篠原地域ケアプラザ

目的・内容

【対象者】
エリア内周辺のケアマネジャー
【目的】
ケアマネジャーの質の向上
【実施内容等】
・看取りについて・鉛筆一本方式事例検討会
・地域ケア会議について・ケアプラン各項目の考え方

５月・１回

【対象者】
高齢者
【目的】
地域の老人会やミニデイサービスに出向き、健康・介護予
防や介護保険などの講座を行うことで、ケアプラザや包括
の周知と、各老人会やミニデイサービスの継続を支援す
る。
【実施内容等】
介護保険制度、口腔ケア、認知症、コグニサイズ、フット
ケア、消費者被害

目的・内容

しのはら
ケアマネ
アカデミー

目的・内容等

実施時期・回数

実施時期・回数

ご要望に合わせ随
時　　　　16回

区役所・区内包
括主任ケアマネ
ジャー共催
港北区の主任ケ
アマネジャース
キルアップ研修

実施時期・回数

【対象者】
主任ケアマネジャー
【目的】
主任ケアマネジャーの質の向上と、包括・居宅の主任ケア
マネジャーの連携促進
【実施内容等】
課題総括整理表について、意見交換会

４回

６回
（５，７，９，

１１，１，３月）

目的・内容

介護者のつどい

【対象者】
地域の介護者
【目的】
講座による介護者の知識やスキルの向上、交流会による介
護者同士の情報交換、悩みの共有
【実施内容等】
講座・高齢者の住まいについて（7月）
　　・住宅改修について（11月）
　　・認知症について（3月）
交流会（５，７，９，１１，１，３月）

実施時期・回数
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事業名

事業名

事業名

事業名

横浜市篠原地域ケアプラザ

目的・内容等 実施時期・回数

いきいき！
セカンドライフ
塾

【対象者】
６０歳以上の方
【目的】
第２の人生（セカンドライフ）がより充実したものとなる
よう、自分の健康や権利擁護について考える機会の提供
【実施内容等】
健康と権利擁護について

４回

目的・内容 実施時期・回数

行政書士による
無料相談会

【対象者】
地域の方
【目的】
成年後見・遺言・相談等について、地域の方に向けて無料
相談会を実施
【実施内容等】
行政書士による無料相談会

１１月・１回

目的・内容 実施時期・回数

認知症サポー
ター
養成講座

【対象者】
企業・学生・地域の方など
【目的】
認知症についての理解を深め、認知症サポーターとして見
守りの目を持っていただくことを目的として「オレンジ♡し
のはら(篠原地区キャラバン・メイト連絡会)」のメンバー
と一緒に企画実施
【実施内容】
認知症サポーター養成講座

８回

目的・内容 実施時期・回数

オレンジ♡しのは
ら
(篠原地区キャラ
バン・メイト連
絡会)

【対象者】
篠原地区キャラバン・メイト
【目的】
認知症サポーター養成講座開催に向け連絡会を開催
【実施内容等】
認知症サポーター養成講座の役割分担や解説・寸劇内容に
ついて

６回
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事業名

事業名

事業名

事業名

横浜市篠原地域ケアプラザ

目的・内容等 実施時期・回数

消費者被害防止
ミニ講座

【対象者】
篠原地区ミニデイサービスや老人会の参加者
【目的】
消費者被害の抑止を目的として、篠原地区のミニデイサー
ビスや老人会参加者に向けた消費者被害防止ミニ講座を開
催
【実施内容等】
よくある消費者被害の手口とクーリングオフについて実施

１４回

目的・内容 実施時期・回数

虐待防止ハンド
ブック研修

【対象者】
地域のデイサービス職員
【目的】
高齢者虐待防止法の主旨や各関係機関の役割と責務の理解
を深め高齢者虐待防止について意識を高める
【実施内容等】
地域のデイサービスに出向き、職員に対し港北区高齢者虐
待防止ハンドブックの活用した講座を開催した。

３回

目的・内容 実施時期・回数

篠原地区デイ
サービス等職員
交流会

【対象者】
篠原地区周辺の通所介護、及び小規模多機能型施設の職員
【目的】
篠原地区に於ける、通所介護事業所同士の｢顔の見える関
係｣づくりや、相談･情報共有の場づくり。
【実施内容等】
・交流会(情報共有、意見交換 等)

未実施

目的・内容 実施時期・回数

民児協との情報
交換会

【対象者】
篠原地区、及び篠原南地区の民生委員児童委員
【目的】
個別ケースの課題や、地域情報及び課題把握
【実施内容等】
民生委員・児童委員の活動の中で得た情報(最近気になって
いるケース、対応に困っているケース)や、困りごとを挙げ
て頂き、情報共有。今後の支援の方向性を確認。
※民児協定例会の後に、自治会エリアごとに分けて実施。

篠原地区　×６回
篠原南地区×６回
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事業名

事業名

事業名

事業名 目的・内容 実施時期・回数

健康づくりワー
クショップ

【対象者】
篠原地区の地域住民
【目的】
・事業を通して、地域の中で顔見知りを作るきっかけや
　世代間交流の場づくり
・地域の新たな担い手発掘
【実施内容等】
・味噌でお菓子作り
・味噌づくり

味噌でお菓子作り
１回
味噌づくり
２回

目的・内容 実施時期・回数

シニアボラン
ティアポイント
研修

【対象者】
篠原地区の地域住民(ｼﾆｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾎﾟｲﾝﾄ対象者)
【目的】
地域活動の新たな担い手発掘、地域(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)活動の周知
【実施内容等】
・ボランティア講座と活動場所の紹介 １回

目的・内容 実施時期・回数

篠原若返りサ
ポーター養成講
座

【対象者】
篠原地区 ミニデイサービスのボランティア
【目的】
ボランティアの活動支援として、介護予防のためのプログ
ラム周知を行い、ミニデイサービスの活動活性化に繋げ
た。
【実施内容等】
検討中

未実施

横浜市篠原地域ケアプラザ

目的・内容等 実施時期・回数

篠原･六角ﾈｯﾄﾜｰｸ
会議

【対象者】
六角橋地域ケアプラザ
【目的】
・隣接している地区周辺(白楽駅を最寄駅とするエリア)に
　住んでいる方の生活圏域に合わせた事業実施や情報共有
・行政区の区分けや包括圏域を越えた地域支援のノウハウ
　や地域資源の情報共有
【実施内容等】
・ボランティア交流会(地域の方を交えた情報交換会)の
　開催検討

２回
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事業名

事業名

事業名

事業名 目的・内容 実施時期・回数

しのはランド

毎月第１月曜日、午前中に菊名池公園にて、子どもか
ら大人まで、公園あそびを通じて異世代交流を図っ
た。
また、年６回、午前中に本館や地区センターマルチ
ルームにて室内で母親と子どもの関わりを深めるため
のプログラムを実施

通年事業(公園あ
そび)
毎月第1月曜日
イベント年６回

目的・内容 実施時期・回数

子育てサロン
らっこ

毎月第２・４火曜日、午前中に併設の地区センタープ
レイルームにて未就園児の親子を対象に、子育ての悩
みを親同士で相談したり、「先輩ママ」であるボラン
ティアと話して、レスパイトする場を設けるととも
に、親子で触れ合う場の提供。
また、年４回、午前中に地区センターマルチルームに
て、季節行事や集団遊びを取り入れたイベントの実
施。

通年事業
毎月第２・４火
曜日

イベント
４回

目的・内容 実施時期・回数

協力医による健
康づくり講演会

【対象者】
地域住民
【目的】
健康づくりに繋がる知識の普及啓発
【実施内容等】
協力医による講演会

４回
（６月・９月・１
２月・２月）

横浜市篠原地域ケアプラザ

目的・内容等 実施時期・回数

しのはら人生一
服亭

【対象者】
・(原則)６５歳以上の篠原地区の地域住民
・ケアプラザまで自力で来所出来る方
【目的】
地域の高齢者の居場所、交流の場づくり。
【実施内容等】
茶話会、合唱、体操、レクリエーション、ボランティアに
よるコンサート等。

通年事業
毎週水曜日
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事業名

事業名

事業名

事業名

横浜市篠原地域ケアプラザ

目的・内容等 実施時期・回数

親子学級ふれん
ど

毎月第２土曜日(全１０回)、午前中に本館多目的ホー
ル等にて、３，４歳児とその親を対象に集団生活に入
る前の準備や地域での仲間づくりを行う。工作などを
楽しみながら集団生活のルールなどを学ぶ場となっ
た。

通年事業
毎月第２土曜日
全１０回

目的・内容 実施時期・回数

地区センター・
地域ケアプラザ
合同文化祭

地域住民に対し、当ケアプラザをさらに認知してもら
うとともに、住民同士の交流の機会として併設の地区
センターと合同で２日間開催し、5100人の参加があっ
た。

９月１６・１７
日

目的・内容 実施時期・回数

こうほく☆なつ
とも☆２０１８

夏休み中の１日間、小学校１年生～中学３年生までの
障がい児を対象に多様な経験をする機会を提供する。
港北区役所、港北区社協、区内９地域ケアプラザ、３
地域活動ホームで共催の夏休み障害児余暇支援事業。
交流プログラムとコースプログラムを開催した。

交流プログラム
７月２１日
コースプログラ
ム
２６日

目的・内容 実施時期・回数

障がい児放課後
余暇支援事業
「とも・とも篠
原」

地域で生活をしている障害児と「道で会った時に挨拶
ができる関係づくりをする」ことを目的に、地域福祉
保健計画「わがまち篠原」と共催で放課後余暇支援事
業を実施した。

８回
６月・７月
８月・９月
１１月・１２月
２月・３月
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事業名

事業名

事業名

事業名

横浜市篠原地域ケアプラザ

目的・内容等 実施時期・回数

登録団体連絡会
地域ケアプラザの役割や貸館利用のルール周知・意見
交換を行い、利用団体同士の交流を図るために実施す
る。貸ロッカーの抽選も実施する。

１２月

目的・内容 実施時期・回数

ボランティア啓
発講座

ボランティアの裾野を拡げるためにボランティア啓発
講座を実施する。

１０月

目的・内容 実施時期・回数

ボランティア交
流会

ボランティア同士の交流や新たなボランティア活動の
展開を図るために実施する。

２月

目的・内容 実施時期・回数

パパ支援事業

年４回、未就園児の父子を対象に、季節の行事を通じ
て父親の子育てに対する理解、興味を深め父子関係を
深める場を設定する。また、地域内の父親同士の繋が
りを作るきっかけ作りをする。

年４回
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事業名

横浜市篠原地域ケアプラザ

目的・内容等 実施時期・回数

しのはらみんな
DEウオーク

地域住民の健康づくり、多世代交流の場の提供を目的
にウォーキングを実施。

2月2日開催
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